
R3末 R3中 R2末 評価 意　見　・　要　望・　改 善 案 評価 コメント

1 　重点目標に基づいた教育活動ができるよう分掌への働きかけは適切であったか 3.2 3.2 3.3 Ａ

2 　教職員の教育活動に対する取り組みへの協力は適切であったか 3.3 3.2 3.3 Ａ

3 　運営委員会・職員会議・課程会議の運営は適切であったか 3.2 3.2 3.3 Ａ

4 　校務分掌・各種委員会どうしの連携は適切であったか 3.1 2.8 3.1 Ａ

5 　校内組織の編成は適切であったか 3.0 2.9 2.8 Ｂ

6 　年間行事予定の設定および全日制・定時制との連携が適切であったか 3.1 2.9 3.1 Ａ

7 　学校行事の円滑な運営が行えたか 3.4 3.1 3.1 Ａ

8 　PTAおよび各種外部団体（奨学金関係を含む）との連携が適切であったか 3.2 3.2 3.2 Ａ

9 　危機管理体制の整備が適切であったか 3.0 2.9 3.0 Ｂ

10 　ホームページへの記事掲載が充実していたか 3.2 3.3 3.2 Ａ

11 　生徒の学習システムの理解につながる情報発信が充実していたか 3.2 3.0 3.3 Ａ

12 　レポートの管理、スクーリングの運営は適切であったか。 3.4 3.2 3.3 Ａ

13 　協力校との連携が適切であったか 3.1 3.1 3.2 Ａ

14 　教室および図書学習室の管理が適切であったか 3.1 3.0 3.2 Ａ

15 　教職員間の共通理解に基づく生徒指導の徹底 3.0 2.8 3.2 Ｂ

16 　担任・保健部・保護者 等との連携による生徒への支援 2.9 2.9 3.1 Ｂ

17 　生徒会を中心とした特別活動が充実していたか 3.4 3.4 2.9 Ａ

18 　人権・同和教育は計画的に推進されたか（推進委、たより、教職員研修等） 3.3 3.3 3.3 Ａ

19 　進路実現支援を目的とする各種行事の立案と実施が適切であったか 3.2 3.2 3.3 Ａ

20 　進路部作成資料の充実と生徒が閲覧しやすい環境の整備が適切に行われたか 3.3 3.2 3.3 Ａ

21 　他機関・団体からの情報収集と説明会等を通しての情報発信が適切に行われたか 3.2 3.0 3.3 Ａ

22 　年間を通じた外部講師の活用による関係機関との連携強化が適切に行われたか 3.3 3.0 3.3 Ａ

22 　健康観察・健康診断等による健康実態の把握、保健指導・健康教育の充実が行われたか 3.1 3.2 3.3 Ａ

23 　校内外の関係者との連携による支援を必要とする生徒への相談活動等が適切であったか 3.2 3.2 3.3 Ａ

24 　安全点検の実施と生活環境の点検・充実が適切に行われたか 3.1 3.1 3.2 Ａ

26 　教職員研修（衛生委員会・心肺蘇生法等）が充実して行われたか 3.1 3.1 3.3 Ａ

27 　（特支）生徒の実態に応じた支援や、教職員研修が充実して行われたか 3.2 3.0 3.3 Ａ

28 　（特支）関係諸機関との情報交換・連携、校内での情報共有が適切に行われたか 3.2 3.0 3.1 Ａ

29 　生徒の状況の把握と支援が適切であったか 3.2 3.0 3.3 Ａ

30 　家庭との連携が適切であったか 3.0 3.0 3.2 Ｂ

31 　学習進捗状況を基にした学習活動への支援が適切であったか 3.2 3.1 3.3 Ａ

32 　生徒の状況を把握するための情報交換が充実して行われたか 3.3 3.1 3.3 Ａ

33 　各分掌との連携が適切であったか 3.1 2.9 3.0 Ａ

33 　効率的・効果的な予算執行 3.2 3.2 3.3 Ａ

34 　迅速・的確な施設設備の補修・保全と教育環境の整備 3.4 3.2 3.4 Ａ

35 　事務部と教員の円滑な連絡・調整 3.4 3.3 3.2 Ａ

【８】
ルーム

①協力校で、面談時間が短い等の声があったので、十分時間がとれるようにしたい。 A 　良好な取り組みと言える。
○面談時間について ⇒ 協力校で、面談時間が短い等
の声があったので、十分時間がとれるようにしたい。

【９】
事　務

①教員と連携を密にしてくださるのでとてもやりやすい。 A 　良好な取り組みと言える。
○業務について ⇒ 引き続き、教員と連絡を密にして
仕事を行う。

【５】
進　路

①行事の際、事前に資料を配付していただき、ありがたかった。 A 　良好な取り組みと言える。
○進路行事の資料配付について ⇒ 引き続き、事前に
資料を配付するなどの配慮をしていきたい。

【６】
保　健

①消毒の担当について、月曜日から木曜日は定時制・通信制の教員全員、金曜日のみ定時
制教員、日曜日のみ通信制教員とすることはできないか。（スクーリングがない時につい
ては別途。）　毎日全員が担当する方が忘れないし、一人あたりの負担が少なくて済む。
②昨年から人数の増加のため健康診断を２日で行っているが、両日ともに参加する必要が
あることについて生徒への周知がやや不十分だった。生徒や保護者への周知の仕方を工夫
したい。
③体温計は手をかざすのもではなく、顔を近づけて計測するタイプに変えてほしい。(全
日は導入済み。）
④生徒教室側女子トイレの使い方が気になるときがある。（ペーパーが床にたくさん落ち
ていたり、汚物の始末が悪い。）

A 　良好な取り組みと言える。

○消毒の担当について ⇒ 通信制の先生方にご意見を
伺った後、今後の対応を検討したい。
○公社健康診断・校医検診について ⇒ 両日ともに参
加しなければならないことを全校集会や亀山通信など
で周知に努めているが、先生方にも協力をお願いした
い。
○顔を近づけるタイプの体温計について ⇒ 高額であ
るため予算上保健部での対応は難しい。

【３】
教　務

①第６回レポート締切日（７／１８）と前期レポート合格しめきり（７／２０）が非常に
近いのので、間隔を１週間程度空けて貰いたい。協力校の生徒が間に合わせるために本校
まで来るのが大変であることを考慮に入れてもらいたい。
②新教育課程実施に向けて、成績の出し方、レポート作成についてなど話し合いが持てて
良かった。今後も小グループでの話し合いの後に全体で話し合うのがいいと思う。少人数
の方が意見も言いやすいし、質問もしやすいと思う。

A 　良好な取り組みと言える。

○レポート締切日の間隔について ⇒ 来年度年間行事
を決める際に、考慮して行きたい。
○新教育課程実施に向けての話し合いについて ⇒ 意
見を出していただきありがたかった。

【４】
生　徒

①いじめ防止アンケートや問題行動について、分掌主任が主体となっての迅速な対応や明
確な指示を望む。 B

　９市町から通学しており、毎日登校するわ
けではないので、指導は難しいと思うが、粘
り強く指導を行ってほしい。
　生徒会主催行事は、生徒の主体性を育てる
ためにも大切なので、これからも続けてほし
い。

○分掌主任主体の対応について ⇒ 問題行動が起きた
ら担当者会を招集し、対応する。（なるべくその場で
の指導をお願いしたい。）
 ・多様な生徒がいるので、継続的な情報共有が必
要。
 ・広報活動に努める。

【１】
学校運営

①特定の教員の負担が大きい。特に、教務部長とクラス担任の兼務は激務だと考える。教
員定数の問題もあり、解消は難しいかも知れないが、生徒数も増加しているため県に対応
を求めることも必要ではないか。

A  教員配置の増強を求めたい。
○教員の負担について ⇒ 教員負担に偏りがないよう
に極力配慮したい。教員定数や教員配置等については
引き続き県に要望する。

【２】
総　務

①終礼の記録担当に偏りがある。日直ではなく、課程会議と同様に順番に回した方がよ
い。
②生徒についての情報交換の記録は発言者が内容を入力すればよい。記録者の負担軽減に
もなる。
③新年度準備の際、ロッカーの名前を作ってほしい。
④生徒や保護者への情報発信として、HPの活用を心がけたい。

A 　良好な取り組みと言える。

○終礼の記録担当について ⇒ 偏りが著しいと思われ
るなら、次年度から輪番制にする。
○生徒についての情報交換の記録について ⇒ 終礼や
課程会議での「生徒情報」は、その時々の生徒に関す
る情報を自由闊達に話して共有することが趣旨と考え
る。詳細な文書記録を残すことが目的ではない。記録
を取るのが困難であるなら、内容を記録しなくても構
わない。（日誌や保健情報が別にある。ちなみに、来
年度以降、指導者用パソコンに各人で情報入力ができ
るようになる予定。）
○ロッカーの名前について ⇒ 職員室内の分掌ロッ
カーのことについて、要望があれば次年度はロッカー
扉に名前を掲示する。

次年度への改善策
※評価基準（４：良い、３:やや良い、２：やや悪い、１：悪い ／ A：4.0～、B：3.0～、C：2.0～） ⇒　　　　　
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